
ともに考え、ともにつくる －連携による体制整備の取組－

埼玉県加須保健所

保健予防推進担当

武
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本日の内容

▪ １ 埼玉県東部地域について

▪２ 令和７年度春日部保健所 拠点保健所災害対応研修

▪３ 研修後の取組（全体・加須保健所及び管内自治体）

▪４ 研修を通して得られた成果

▪５ 加須保健所管内における今後の展開
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※出典：埼玉県ホームページhttps://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/911-20091208-72.html

１ 埼玉県東部地域について

全１６市町
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https://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/911-20091208-72.html


※春日部HC作成資料

適切な

参加人数目標日時・場所
５５人
保健師５０人
（市４０人・県１０人）
行政職５人
（市４人・県１人）

（１）災害時対応の基本及び関係法令を理解する。
（２）災害発生時に各自治体において求められる保健師の役割を理解し、平時から健
康危機管理に対する準備性を高め災害に備えることができる。
（３）拠点管内自治体保健師が平時から管轄する保健所及び近隣自治体保健師と連携
し、健康危機管理に備えたネットワークを構築する。

【第１回】

７月１７日（木）
13:30〜16:30
春日部市保健センター

５７人
保健師４７人
（市３７人・県１０人）
行政職１０人
（市７人・県３人）

（１）災害発生時の指揮命令系統について確認・検討をおこない、初動体制を確立す
ることができる。
（２）フェーズ０〜２におこなう保健活動をイメージし、平時から救護所および避難
所における保健活動の準備性を高めることができる。
（３）統括保健師および補佐的役割保健師が災害発生時に各々が求められる役割を理
解し、平時から健康危機管理に対する準備性を高め災害に備えることができる。
（４）平時から各自治体と管轄保健所が連携を図ること、また各自治体においては庁
内連携を強化しながら、健康危機管理に備えた準備性を高めることができる。

【第２回】

１月２１日（水）
13:30~16:30
春日部地方庁舎大会議
室

２ 令和７年度 春日部保健所拠点保健所災害対応研修

目的 拠点保健所管内の各自治体保健師等が、災害発生時に行うべき保健活動に関する最新の知識や情報を得て、
各自治体における保健医療活動を迅速かつ確実に行うことができる。
また、継続的な研修を行うことにより、学びを深め拠点管内全体の災害対応能力の向上を目指す。
なお、この研修は春日部保健所拠点管内における保健師の現任教育の一環とする。

対象 春日部保健所拠点管内の管理期保健師 ※中堅後期（経験年数１１年目以降）から管理期職員を想定
２回目からは、保健衛生部門の管理的立場の事務職員、危機管理部門職員等を追加
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※出典：春日部保健所作成資料を基に作成
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※出典：自治体における災害時保健活動マニュアルの策定及び活動推進のための成果資料 https://square.umin.ac.jp/Disaster-manual/result/index.html

https://square.umin.ac.jp/Disaster-manual/result/index.html


）

・地域防災計画の組織図、ハザードマップを持参
・講義 災害とは、発生時の対応体制、災害時保健活動と平時の備え、後悔しな

いために
・演習

・各自治体の被災（豪雨災害）シミュレーション：地図で災害ハザードを確認
・指揮命令系統シミュレーション：組織図で人の配置と情報収集・報告ルート

を確認
・フェーズ０〜１の活動イメージし、平時の準備を確認

・第２回までの課題

春日部保健所における災害対応研修・概要
R７年度・第１回研修 （7/17）

市町村における災害時保健活動マニュアルを１行でも進めることが課題

R7年度第1回研修で使用したハザード）マップ

第２回研修前アンケート実施

R7年度第1回研修の様子

・第１回研修時からの発展事例実践報告（２市２HC）
・講義 迅速・適切な発災対応を実現する組織体制と指揮命令系統、健康危機に

関わる統括保健師の機能・役割、フェーズ０～２：救護所・避難所にお
ける保健活動、災害時保健医療福祉チームとして機能する等

・演習
・既存の災害時保健活動マニュアルの確認とアクションの明確化（実効的な体
制かの見定め、困る事・不明点・矛盾点の有無、関係部署への相談事項等）

・フェーズ０－２の救護所・避難時における保健活動の明確化（同上）

R７年度・第２回研修 （1/21）
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・
〇拠点保健所が拠点保健所管内自治体16市町と保健所に取組状況アンケート調

査を実施
【内容】マニュアル・アクションカード作成状況、拠点研修後に取り組んだこ

と、所属全体の防災関連事業、管内全体の防災関連事業等

〇アンケート結果及び各自治体で作成したマニュアル等の全体共有あり

R８年度・取組状況アンケート と結果・資料提供（7・８月）

R８年度・第１回 （１月）に続く

・拠点保健所、他保健所が参加
・R７年度研修の振返り
・各保健所管内の取組状況等を共有→講師から各保健所に取組推進の手がかりにな

る助言あり
・今年度研修の調整

R８年度・講師保健所打ち合わせ（6/23）
継続性のある研修

具体的な災害対策

の一歩に繋がる内容

フォローアップ体制

参考事例の共有
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拠点HC・HC・市町
みんなが一歩踏み出す

きっかけに



３ 令和７年度春日部保健所研修後の取組（全体）

n=16

※出典 春日部保健所実施アンケート結果（令和７年度、令和８年度実施）を基に作成
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※出典 春日部保健所実施アンケート結果（令和７年度、令和８年度実施）を基に作成
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（参考） 春日部保健所アンケート内容



３ 加須保健所及び管内自治体の取組み

１ 管内 県・市保健師連絡調整会議を活用した取組状況の確認と共有

▪ ・２市がマニュアル作成開始、他１市も防災担当と情報共有

▪ ２ 管内 感染症研修会等で「災害発生時の感染症対策」 ３年間予定

▪ ・管内医療機関感染症担当者会議、社会福祉施設向け研修会
・継続的な取組。講義＋机上訓練、アクションカード作成、体験等

▪ ３ 所内 保健予防推進担当でアクションカード作成及び訓練

▪ ４ 所内 地域保健推進担当（災害対策調整本部立ち上げ担当）と取組状況の共有
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４ 研修を通して得られた成果（全体）

災害時保健活動に関する意識の向上

保健所と市の顔のみえる関係

プロセス＝成果

拠点保健所研修 災害時保健活動マニュアル
アクションカードなど

市の庁内連携の強化
（分散保健師が集まる・防災担当と情報共有）

保健所内連携の強化

保健所が市の災害対応を知る機会
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※出典 春日部保健所作成資料をを基に作成

統括保健師配置の推進



５ 加須保健所管内における今後の展開
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訓練

振り返り

改善点の抽出

災害時保健活動
マニュアル等の修正

※出典：コルブの経験学習サイクルを基に作成


